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巻頭言 

 

兵庫県立御影高等学校 校長 森本 成己 

 

文系志望者のみの「総合人文コース」から文系・理系どちらの生徒も学びを深めることのでき

る学科への改編を主体的に検討していた本校は、令和４年３月に策定された本県の「県立高等学

校教育改革第三次実施計画」に合わせて、文理融合の学びを展開する「学際領域に関する普通科

新学科」を目指すことになり、昨年度普通科改革支援事業に採択していただいた。本県では「学

際領域に関する普通科新学科」の名称はすべて「文理探究科」で統一されることが決まり、本校

の文理探究科はいよいよ令和６年度からスタートする。 

本事業２年目の新たな事柄として①文理融合の学びの展開 ②先行実施の拡大、並びに検証と

ブラッシュアップ ③コンソーシアムを活用した学びの広がり ④コーディネーターの増員、と

いったことがあげられる。詳細は本文に譲るとして、ここでは①②について概要を述べる。 

今年度、神戸市から市内の放置竹林の活用について高校生の視点からの提案を求められ、コー

スの１年生が８つの班に分かれて探究し神戸市長の前で発表する機会をいただいた。実は、今年

度のコース入学生から文理両方に対応できるカリキュラムとし、文系・理系どちらの志望者も混

在している。ある班の竹を活用した商品に関する話合いでは、理系志望の生徒が商品の成分に注

目した意見を出し、文系志望の生徒が販売に注目した意見を出していた。生徒たちは自分の意見

を理系的、文系的とは意識していないが、本来理系も文系も関係ない環境問題（現実の問題）を

文理両方の視点から意見を出して話し合っていた様子に、昨年度カリキュラム開発会議で作成し

た概念図にある文理融合の学びの一端を感じた。また、この活動では久元神戸市長様から提案に

対して前向きな検討の言葉もいただき、自分たちの提案が社会に役立つ可能性を実感することで

探究に対する意欲向上につながった。 

先行実施内容として、今年度はクリティカルシンキングもスタートさせた。また、探究活動を

支えるものとしてクリエイションを昨年度から先行実施している。クリエイションは選択

STEAM 講座として、原則、講師は企業等外部の方にお願いしているが、講座の終了後、講師・コ

ーディネーター・担当者・引率者等が集まり、生徒の様子を踏まえながら各講座の目的の達成度、

内容の妥当性等を振り返っている。外部講師に完全に任せるのではなく、関係者がその講座につ

いて議論し共有することでコーディネーターをはじめ関係者全員がはっきりと目的を意識して講

座内容を検討しており、次年度のブラッシュアップにつながるものと期待している。クリエイシ

ョンは「越境した学び、学校学校しない学び」として本校の文理探究科の特徴の一つとして大切

にしていきたいと考えている。 

さて、今年度コーディネーターを３人体制とし、各々の強みを生かしながら業務に取り組んで

いただいているが、クリエイションをはじめ企業・大学等外部との連携にコーディネーターが果

たす役割は大きかった。来年度は本事業の最終年度である。事業終了後のコーディネーター業務

のあり方やクリエイション等、外部との連携に必要な経費の問題など、令和７年度以降の課題を

整理・検討し、県教育委員会と連携しながら引き続き文理探究科の学びを充実させていきたい。 

最後に、運営指導委員会、カリキュラム開発会議、コンソーシアムで御支援・御指導を賜りま

した委員の皆様をはじめ、お世話になりました関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、

これからも引き続き御支援・御指導を賜りますようお願い申し上げます。 
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